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長期研修Ｂ                                  中学校・数学科 

研修 

テーマ 

生徒が生きて働く知識・技能を身に付けられる数学科の授業づくりを目指して 

－ 既習事項の活用を実感できる「振り返り」と発展的な問題を引き出す「発問」の工夫を通して － 

 

実践授業Ⅱ 第１学年数学科学習指導案 

指導月日 令和元年10月21日   

所属校名 白石市立福岡中学校   

氏名   山路 裕史 

 

１ 単元名「比例と反比例」（東京書籍 新編新しい数学１） 

 

２ 単元の目標 

【数学への関心・意欲・態度】 

  様々な事象の中にある伴って変化する２つの数量の関係に興味を持ち，その関係を表，式，グラフ

などで調べたり，表したりするなど，問題の解決に活用しようとする。 

【数学的な見方や考え方】 

様々な事象の中にある伴って変化する２つの数量の関係を，表，式，グラフを用いて捉えたり，比

例や反比例とみなしたりするなど，論理的に考察し表現することができる。 

【数学的な技能】 

  比例，反比例などの関数関係を，表，式，グラフなどを用いて表現したり，数学的に処理したりす

ることができる。 

【数量や図形についての知識・理解】 

関数関係，比例や反比例の意味や比例，反比例の関係を表す表，式，グラフの特徴などについて理

解し，知識を身に付けている。 

 

３ 単元観 

 本単元は，中学校学習指導要領，数学，第１学年の内容Ｃ（１)を受けて設定したものである。生徒は，

小学校第４学年から伴って変わる２つの数量について学習し，表や式を用いて変化や対応の特徴につい

て考察している。第５学年では，表を用いて，一方が２倍，３倍，…になると，それに伴って他方も２

倍，３倍，…になる２つの数量の関係が比例の関係であることを学習する。第６学年では，比例の関係

の意味や性質，比例の関係を用いた問題解決の方法について学習し，日常生活の問題解決に比例の関係

を利用する力を伸ばしている。また，比例について理解を深めるために，反比例の関係についても，表，

式，グラフで表しながらその特徴について学習している。 

 中学校第１学年では，比例や反比例を関数として捉え直すとともに，変域を負の数にまで拡張したり，

比例定数が負の数の場合について考えたりすることで，比例や反比例の特徴について表，式，グラフを

用いてより一般的に考察していく。また，具体的な事象における２つの数量の関係について，比例や反

比例とみなして問題を解決したり，目的に応じて表，式，グラフを用いて問題を解決したりできるよう

にしていく。 

 本単元の学習は，日常生活における数量間の関係を調べるための基礎となるものである。２つの数量

の関係を表，式，グラフを用いて表現することで，その関係について考察し，問題解決に活かしていく

ことができるようになるため，具体的な事象と関連付けながら，丁寧に理解を深めさせていきたい。 
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４ 生徒の実態（第１学年１組 男１０名 女１３名 計２３名） 

  表１ 埼玉式学力調査の結果 

 問題の概要 正答率 

① 直方体の高さと体積の関係について，適切なものを選ぶ。 87％ 

② 正方形を積み重ねて階段をつくるとき，比例の関係にある２つの量を式に表す。 65％ 

 ４月に行った１年生対象の埼玉式学力・学習状況調査から，本単元の内容に関する問題を抽出した。

①は直方体の高さと体積が比例の関係になっていることを選択式で答える問題，②は式で表す短答式の

問題である。①の正答率は87％となっており，小学校第６学年の比例の学習を通して，比例の変化の特

徴をしっかり理解していることがうかがえる。②は誤答の生徒の割合が35％となっており，２つの数量

の関係を式で表すことを苦手としている生徒が多いと考えられる。 

 また，全国学力学習状況調査の本校の結果を見ると「比例ｙ＝ａｘにおける比例定数ａの意味を理解

している」や「一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて，ａとｂの値とグラフの特徴を関連付けて理解している」

ことを問う問題で，本校と全国の平均正答率の乖離が大きい状況が数年続いており，比例定数や変化の

割合，切片の意味を，表，式，グラフ，更には具体的な事象と関連付けながら理解させることが本校の

課題になっている。 

 

５ 指導観 

比例や反比例について，小学校では，変域も比例定数も正の数の場合について学習するため，比例は

増加関数，反比例は減少関数であると生徒は捉えている。このことを受け，中学校では，変域を負の数

に拡張し，比例定数が負の数の場合を考えることで，生徒がより正しく比例や反比例の変化や対応の特

徴について理解を深められるような指導が求められている。 

関数を苦手としている生徒は多く，その原因としては，２つの数量がともに変化することや，関数を

普段の生活で意識することが少なく，生徒にとってなじみにくいものであることなどが考えられる。し

かし，身近な事象には比例や反比例の関係は多く存在し，時間を予測したり，およその数を求めたりす

ることに，比例や反比例を意識せず利用している場合も少なくない。そのため，本単元の指導に当たっ

ては，具体的な事象を数多く取り上げながら，伴って変化する２つの数量を見つけ，その関係について，

変化や対応の様子を表，式，グラフを用いて調べていくことを丁寧に取り扱い，比例や反比例について

理解を深めさせるようにしたい。また，比例や反比例の変化の様子を調べる手段として表，式，グラフ

を活用するだけでなく，問題の解決に活用できる力を身に付けさせていくことも大切になる。第２学年

の１次関数にもつながる大切な単元なので，具体的な事象を通して丁寧に理解を深めさせていきたい。 

 

６ 研修テーマとの関連 

 本研修で設定した目指す授業像は，次の２点である。 

(1) 得られた結果や解決過程を生徒が振り返り，問題解決に活用した既習事項を意識し，その有用性を

実感することで，習得した知識・技能の活用方法や活用場面を理解できる授業 

(2) 仮定や条件を変えた発展的な問題を引き出す発問により，生徒が自ら疑問を抱き，その解決に取り

組むことで，習得した知識・技能を進んで活用しようとする授業 

これらの実現のために，Ⅱ期では次のような取組を行っていく。 

① 既習事項の活用を実感できる「振り返り」 

  本単元の学習に当たり，比例を学習した後と反比例を学習した後に，それらを活用して身近な問

題を解決する授業を設定し，生徒がその解決過程を振り返ることで，学習した知識・技能の活用場

面や活用方法を理解し，既習事項の有用性を実感できるようにしていく。特に，表から式に表した

り，グラフから式に表したりする過程を丁寧に振り返らせることで，生徒が表，式，グラフを相互

に関連付けながら問題を解決することができるようにするとともに，それぞれのよさを生かして問

題をよりよく解決する方法について考えられるようにしていく。 
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 ② 発展的な問題を引き出す「発問」 

   比例や反比例を利用して問題を解決した後に，発問を通して条件を加えたり，条件を変えたりし

た発展的な問題を引き出し，取り組ませることで，学習内容の理解をより深め，既習事項が活用で

きる範囲を広げられるようにする。 

 

７ 単元の指導と評価の計画（２０時間扱い 本時１０／２０） 

「比例と反比例」の評価規準 
数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形についての 
知識・理解 

様々な事象の中にある伴って変化
する２つの数量の関係に興味を持
ち，その関係を表，式，グラフで調
べたり，表したりするなど，問題の
解決に活用しようとしている。 

様々な事象の中にある伴って変
化する２つの数量の関係を，表，式，
グラフを用いて捉えたり，比例や反
比例とみなしたりするなど，論理的
に考察し表現することができる。 

比例，反比例などの関
数関係を，表，式，グラ
フを用いて表現したり，
数学的に処理したりす
ることができる。 

関数関係，比例や反比例
の意味や比例，反比例の関
係を表す表，式，グラフの
特徴について理解し，知識
を身に付けている。 

 
節 時 目標 学習活動 評価規準 

１ 
 

関
数 

１ 

身の回りの問題を，小学校で学
習した比例の性質をどのように
利用して解決したか説明するこ
とができる。 

・待ち時間を予想するためには，何が分
かればよいかを考える。 

・待ち時間は並んでいる人数に比例する
とみなし，待ち時間を求める。 

・比例をどのように利用して待ち時間を
求めたか説明する。 

関２つの数量の関係を比例とみなすこと
で，問題が解決できることに気付き，進
んで比例を活用しようとしている。 

考伴って変わる２つの数量の変化や対応の
様子に着目して，問題の解決方法を説明
している。 

２ 

関数や変数，変域の意味を理解
する。また，変域を不等号を使
って表したり，数直線上に表し
たりすることができる。 

・関数や変数，変域の意味を知る。 
・変域を不等号を使って表したり，数直
線上に表したりする。 

 

技変域を不等号を使って表したり，数直線
上に表したりすることができる。 

知関数や変数，変域の意味を理解してい
る。 

３ 

具体的な事象の中から関数関係
にある２つの数量を見いだし，
その関係を表や式に表すことが
できる。 

・具体的な事象の中にある関数関係の２
つの数量は何か考える。 

・２つの数量の関係を，表や式に表す。 
・関数であることを「～は…の関数であ
る」と表現する。 

関具体的な事象の中にある関数関係に興味
を持ち，関係する２つの数量を見いだそ
うとしている。 

技２つの数量の関係を，表や式に表すこと
ができる。 

２ 
 

比
例 

４ 

比例の意味を理解する。また，
伴って変わる２つの数量が比例
の関係であることを，式で示す
ことができる。 

・歩く時間と進む道のりを関数として捉
え，その関係を式で表すことで，比
例，比例定数の意味を知る。 

・伴って変わる２つの数量が比例関係で
あることを式で示す。 

技伴って変わる２つの数量の関係を式で表
すことで，比例関係を示すことができ
る。 

知比例や比例定数の意味を理解している。 

５ 

y=axについて，ｘの変域や比例
定数を負の数に広げても，比例
の性質が成り立つことを理解す
る。また，与えられた条件か
ら，比例の式を求めることがで
きる。 

・ y=axについて，ｘの変域や比例定数
を負の数に広げても，比例の性質が成
り立つことを確認する。 

・ｙがｘに比例するとき，１組のｘ，ｙ
の値から比例定数を求めることで，ｙ
をｘの式で表す。 

技ｙがｘに比例するとき，１組のｘ，ｙの
値から比例定数を求め，ｙをｘの式で表
すことができる。 

知y=axでは，ｘの変域や比例定数を負の数
に広げても，比例の性質が成り立つこと
を理解している。 

６ 

座標の意味や点の位置の表し方
を理解する。また，点の座標を
求めたり，座標を平面上の点で
表したりすることができる。 

・平面上の点の位置を表すためには，ど
うすればよいか考える。 

・点の座標を求めたり，座標を平面上の
点で表したりする。 

技点の座標を求めたり，座標を平面上の点
で表したりすることができる。 

知座標の意味や点の位置の表し方を理解し
ている。 

７ 

y=2xのグラフは，その式をみた
す点の集まりで，原点を通る直
線になることを理解する。 

・y=2xのグラフを，変域を負の数に広げ
て，どんな形になるか調べる。 

・点を細かくとると，それらの点が集ま
り１つの直線になることを確認する。 

技比例定数が正の場合のy=2xのグラフを書
くことができる。 

知y=2xのグラフは，式をみたす点の集まり
で，原点を通る直線になることを理解し
ている。 

８ 

比例のグラフの特徴を理解す
る。また，比例のグラフを，原
点以外に通る１点の座標を求め
ることで書くことができる。 

・y=axのグラフについて，ａの値を負の
数などに変えてグラフを書く。 

・比例のグラフの特徴を確認する。 
・比例のグラフを特徴を利用して書く。 

技比例のグラフを，原点以外に通る１点の
座標を求めて書くことができる。 

知比例のグラフの特徴を理解している。 

９ 
 

比例の表，式，グラフの関係を
理解する。また，比例の表から
式を求めたり，グラフから式を
求めたりすることができる。 

・比例を表す表から比例定数を求める方
法を考える。 

・比例のグラフから比例定数を求める方
法を考える。 

・比例の表やグラフから式を求める。 

考比例の表やグラフから比例定数を求める
方法を，既習事項から考えることができ
る。 

技比例の表やグラフから式を求めることが
できる。 

10
本
時 

具体的な事象の中にある２つの
数量の関係を表，式，グラフを
用いて表現し，考察すること
で，身の回りの問題を比例を利
用して解決することができる。 

・伴って変わる２つの数量の関係を表，
式，グラフに表し，関数関係について
調べる。 

・比例の表，式，グラフを利用して，問
題を解決する。 

関身近な問題の解決に，比例の表，式，グ
ラフを利用できることに関心を持ち，既
習事項を活用して解決しようとしてい
る。 

考比例の表，式，グラフから，必要な情報
を読み取り，身近な問題の解決に比例を
利用することができる。 



－ ＨＹ指導案 4 － 

 

 

８ 本時の計画 

(1) 目標 

具体的な事象の中にある２つの数量の関係を表，式，グラフを用いて表現し，考察することで，身

の回りの問題を比例を利用して解決することができる。 

(2) 本時の指導に当たって 

今年度，本校に設置された電気式，ガス式のエアコンと，以前からある石油ストーブを教材として

取り上げることで，比例が身近な問題の解決に利用できることを実感できるようにした。  

また，以下のような手立てを行い，生きて働く知識・技能が身に付けられるようにしていく。 

① 既習事項の活用を実感できる「振り返り」 

課題提示の場面で，１年間の暖房に掛かる維持費について表，式，グラフが混在した状態で提示

することで，既習事項を活用して表，式，グラフのどれかにそろえて考えることに必然性を持たせ

た。この解決過程を振り返ることで，既習の知識や技能が活用されていることを実感させるととも

11 
既習事項を振り返り，更なる習
熟を図る。 

・基本の問題に取り組む。 技既習の比例の問題ができる。 

 
 
 
 
 
 

３ 
 

反
比
例 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

反比例の意味を理解する。ま
た，伴って変わる２つの数量が
反比例の関係であることを，式
で示すことができる。 

・具体的な事象を通して，小学校で学ん
だ反比例の特徴について確認するとと
もに，関数と捉えて式で表し，反比
例，比例定数の意味を知る。 

技反比例の関係を式に表すことができる。 
知反比例や比例定数の意味を理解してい
る。 

13 

y=a/xについて，ｘの変域や比例
定数を負の数に広げても，反比
例の性質が成り立つことを理解
する。また，与えられた条件か
ら，反比例の式を求めることが
できる。 

・y=a/xについて，ｘの変域や比例定数
を負の数に広げても，反比例の性質が
成り立つことを確認する。 

・ｙがｘに反比例するとき，１組のｘ，
ｙの値から比例定数を求めることで，
ｙをｘの式で表す。 

技ｙがｘに反比例するとき，１組のｘ，ｙ
の値から比例定数を求め，ｙをｘの式で
表すことができる。 

知y=a/xでは，ｘの変域や比例定数を負の
数に広げても，反比例の性質が成り立つ
ことを理解している。 

14 

y=6/xのグラフは，その式をみた
す点の集まりで，なめらかな２
つの曲線になることを理解す
る。 

・y=6/xのグラフについて，ｘの変域や
比例定数を負の数に広げると，どんな
形になるかを調べる。 

・点を細かくとり，それらの点の集まり
がなめらかな２つの曲線になることを
確認する。 

考y=6/xの式をみたす点を細かくとり，グ
ラフの概形について予想することができ
る。 

知反比例のグラフは，式をみたす点の集ま
りで，なめらかな２つの曲線になること
を理解している。 

15 

反比例のグラフを書くことがで
きる。また，反比例のグラフの
特徴を理解する。 

・y=a/xのグラフについて，ａの値を負
の数に変えてグラフを書く。 

・ｘの値を大きくしたり，０に近づけた
りしたときの，ｙの値を調べる。 

・反比例のグラフの特徴を確認する。 

技反比例のグラフを，いくつか点をとり，
書くことができる。 

知反比例のグラフの特徴を理解している。 

16 

反比例の表，式，グラフの関係
を理解する。また，比例の表か
ら式を求めたり，グラフから式
を求めたりすることができる。 

・反比例を表す表から比例定数を求める
方法を考える。 

・反比例のグラフから比例定数を求める
方法を考える。 

・反比例の表やグラフから式を求める。 

考反比例の表やグラフから比例定数を求め
る方法を，既習事項から考えることがで
きる。 

技反比例の表やグラフから式を求めること
ができる。 

17 

a=bcと表される関係で，１つを
定数，残り２つを変数としたと
きに，２つの変数の間にどんな
関係があるか説明することがで
きる。 

・道のり，速さ，時間の関係について，
どれか１つを定数，残り２つを変数と
したとき，２つの関係を式で表す。 

・２つの数量の関係を表した式から，ど
んな関係になっているか説明する。 

関身の回りのa=bcで表される数量の関係に
関心を持ち，式で表そうとしている。 

考a=bcで表される関係で，１つを定数とし
たときの残り２つの数量の関係について
考えることができる。 

既習事項を振り返り，更なる習
熟を図る。 

・基本の問題に取り組む。 技既習の反比例の問題ができる。 

４   
 

比
例
と
反
比
例
の
利
用 

18 

具体的な事象の中にある２つの
数量の関係を，比例や反比例と
みなして考えることで，問題を
解決することができる。 

・具体的な事象の中にある２つの数量の
関係を，比例や反比例とみなせるか判
断する。 

・２つの数量の関係を比例や反比例とみ
なし，変化や対応の様子を調べたり，
予測したりする。 

関具体的な事象の中にある２つの数量の関
係を比例や反比例とみなして考えること
のよさに気付き，進んで比例や反比例を
活用している。 

考具体的な事象の中にある２つの数量の関
係を比例や反比例とみなし，変化や対応
の様子を調べたり，予測したりすること
ができる。 

19 

身の回りの問題の解決に，比例
のグラフを利用することができ
る。 

・身の回りの問題を，比例のグラフを利
用して解決する。 

・比例のグラフから，具体的な事象を読
みとる。 

考比例のグラフから，具体的な事象を読み
とることができる。 

技具体的な事象の中にある２つの数量の関
係を比例とみなし，グラフに表すことが
できる。 

 
20 

既習事項を振り返り，更なる習
熟を図る。 

・章の問題に取り組む。 技既習の比例や反比例の問題ができる。 
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に，その有用性に気付かせていく。 

また，ガス式と電気式エアコンの総額について考えさせる発展的な問題を発問により引き出し，

表，式，グラフから維持費の合計の差が100万円になる年数を求めさせていくことで，表，式，グラ

フの活用方法について理解を深めさせるとともに，それぞれを用いるよさについて気付かせていく。 

② 発展的な問題を引き出す「発問」 

   生徒は，１年間の暖房に掛かる維持費が一番安い機器が，ガス式エアコンであるという結論を得

る。しかし，ガス式エアコンが設置されている教室は２室であり，電気式の15室と比べ少ない。そ

こで，「維持費が高い電気式エアコンの方が，多く設置されているのはなぜだろう」という発問をす

ることで，初期費用が掛かることに気付かせ，「ガス式の総額が，電気式の総額より安くなるのは，

何年以上使った場合か」について考えさせる問題を，発展的な問題として引き出し，取り組ませて

いく。 

(3) 指導過程 
段階 学習活動 ・予想される生徒の反応 形態 〇指導上の留意点 【 】研修課題との関連 評価 

導 
入  
５ 
分 

１ 前時の学習を振り返る。 
 
２ 本時の問題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一斉 
 
一斉 

〇比例定数が表，式，グラフのどこに表れたのか，
前時のまとめを教室前に掲示し，振り返る。 

○学校には２種類のエアコンと石油ストーブが取
り付けられていることに気付かせる。また，それ
ぞれ使用すると，電気，ガス，石油代などの費用
が掛かることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇暖房に掛かる費用を比べるには，既習事項を用い
て，表，式，グラフのどれかにそろえて比べれば
よいという見通しをもたせる。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

展 
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 本時の課題を把握する。 
 
 
４ 課題に取り組む。 
(1) 使用年数と維持費の関係を表，式，グ
ラフのどれかにそろえて表す。 

 
(2) 表，式，グラフから維持費の違いを読
み取る。 

(3) どの機器を用いると維持費が一番安い
のか，結論を書く。 

 
 
５ 表，式，グラフそれぞれを用いた解決方
法を全体で共有する。 

 
 
６ 解決過程を振り返り，まとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一斉 
 
 
個別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ペア 
 

一斉 
 

一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
〇表，式，グラフの表し方が分からない生徒には，
前時のまとめを振り返らせることで，それぞれの
表し方を確認する。 

〇どこに着目したか分かるように，表，式，グラフ 
に印をつけたり，書き込んだりさせる。 

〇結論を書く際は，表，式，グラフから１つ選択し
「何を用いたか」「どこに着目すると分かるか」
の２点について記述したり，図に書き込んだりす
るよう視点を示す。 

○何を用いて解決したかペアで互いに説明させて
から，全体で解決方法について共有させる。 

〇ＩＣＴ機器を活用させながら，表，式，グラフそ
れぞれを利用した解決方法について説明させる。 

〇解決過程について，次の点を振り返らせ，まとめ
る。また，比例定数が表すものが何かについても
考えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜関心・
意欲・態
度＞ 

プリント 
観察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ中学校に取り付けられているエアコンには「電気式エアコン」と「ガス式エアコン」の２種類のエアコンがあ
り，各教室には「石油式ストーブ」も取り付けられています。 
暖房したときに掛かる維持費について，それぞれ調べてみたところ，維持費の合計は使用年数に比例しており，

ｘ年間使用したときの暖房に掛かる費用の合計をｙ万円とすると，次のような関係で表されることが分かりました。 
 

「電気式エアコン」    「ガス式エアコン」      「石油式ストーブ」 

                   ｙ＝15ｘ 

ｘ（年間） ０ １ ２ ３ ４ … 

ｙ（万円） ０ 25 50 75 100 … 

                  

どの暖房だと維持費を最も安くおさえることができますか？ 

使用年数と維持費の関係を表，式，グラフのどれかにそろえて表し，暖房に掛かる費用を比べよう。 

・そろえて表すためには，表，式，グラフのどこ

に着目して，何を読み取ればよいかについて考え

させる。 

【①既習事項の活用を実感できる「振り返り」】 

 



－ ＨＹ指導案 6 － 

 

 
(4) 本時の評価 

評価の観点 評価規準 十分満足できる(Ａ) 努力を要する生徒(Ｃ)への手立て 

①数学に関する 
 関心・意欲・態度 

身近な問題の解決に，比例
の表，式，グラフを利用で
きることに関心を持ち，既
習事項を活用して解決しよ
うとしている。 

表，式，グラフのそれぞれの解
決方法に関心を持ち解決しよう
とするとともに，それぞれの解
決方法のよさに気付いている。 

身近な事象の中に比例関係になっ
ている数量があることに気付か
せ，既習事項である表，式，グラ
フを用いてその関係を表せること
に関心を持たせる。 

②数学的な 
見方や考え方 

比例の表，式，グラフか
ら，必要な情報を読み取
り，身近な問題の解決に比
例を利用することができ
る。 

表，式，グラフから必要な情報
を読み取ることができるととも
に，それぞれの解決方法を比較
することで，表，式，グラフを
用いた問題解決のよさについて
考え，まとめている。 

既習事項から表，式，グラフのど
こに比例定数が表れるのか確認
し，表にそろえて考えられるよう
支援する。 

(5) 準備物等 

教師：教科書，プリント，電子黒板，タブレット，提示用の問題 

生徒：教科書，ノート，のり 

(6) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

展 
開 
40 
分 

 
 
 
７ 電気式とガス式のエアコンの初期費用
を含めた，総額について考える。 

 
 
 
 
 
・設置が簡単だから 
・工事費が安いから 
 
８ 発展的な問題を解決する。 
 
 
 
 
・始めのうちは，電気式の方が総額は安い 
・長く使うとガス式の総額の方が安くなる 
・何年使うとガス式の総額の方が安くなる
のかな 

 
 
 
 
 
９ 発展的な問題の解決過程を共有する。 
・19年までは電気式が安い 
・20年目は，総額は等しい 
・21年以上使うとガス式の方が安くなる 

 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個別 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 

 
 
 
〇学校に設置されている電気式とガス式のエアコ
ンの台数の違いに注目させ，電気式がガス式より
多く設置されている理由を考えさせる。 
 

 
 
 
〇維持費以外にも，工事費などの初期費用が掛かる
ことを確認し，初期費用はガス式の方が100万円
高いことを伝える。 

 
 
 
 
 
〇表，式，グラフを用いて維持費の合計の差額が100
万円になる年数を求めればよいという見通しを
持たせる。 

〇表，式，グラフの中から，解決に用いるものを決
めさせてから問題に取り組ませる。 

〇結論を書く際は，表，式，グラフのうち「何を用
いたか」「どこに着目すると分かるか」の２点に
ついて記述したり，図に書き込んだりするよう視
点を示す。 

〇ＩＣＴ機器を活用させながら，表，式，グラフそ
れぞれを利用した解決方法について説明させる。 

○解決過程を共有した後，自分とは違う考えをプリ
ントにまとめさせるとともに，表，式，グラフを
用いた問題解決のよさについても考え，記入して
みるよう声掛けする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜見方・
考え方＞ 
プリント 

 
 
 

＜見方・
考え方＞ 
プリント 

終結
５分 

10 本時の振り返りをする。 個別 〇本時の授業を通して，「どのようなことができる
ようになったか」や，「どのようなことが分かっ
たか」について，プリントに書かせる。 

○数名に発表させ，共有する。 

 

・表，式，グラフから比例定数を読み取り，そろえて表すことで比べられる。 
・比例定数は，１年間の暖房に掛かる維持費を表している。 

初期費用は，ガス式の方が電気式より100万円高いことが分かりました。 
ガス式の総額が，電気式の総額より安くなるのは，何年以上使った場合でしょうか。 

維持費が高い電気式エアコンの方が，多く設置されているのはなぜだろう。 

 【②発展的な問題を引き出す「発問」】 

本時の課題 

まとめ 

発展的な問題 

10/21 どの暖房が安い？ 

 

 

ｙ＝15ｘ 

電気式 
エアコン 
の写真 

ガス式 
エアコン 
の写真 

石油式 
ストーブ 
の写真 

維持費の合計は使用年数に比例し 

ｘ年間使用したときの維持費の合計をｙ万円とすると 

表にそろえた表し方 

式にそろえた表し方 

グラフに 

そろえた 

表し方 

問題の結論 

表を利用した解決方法 
式を 

利用した 

解決方法 

グラフを 

利用した 

解決方法 まとめ 

結論 
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 結論                                          

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結論                                        

 

 

問題 

課題 

発展 

F中学校に取り付けられているエアコンには「電気式エアコン」と「ガス式エアコン」の２種類のエアコンがあり， 

各教室には「石油式ストーブ」も取り付けられています。 

暖房したときに掛かる維持費について，それぞれ調べてみたところ，維持費の合計は使用年数に比例しており， 

ｘ年間使用したときの維持費の合計をｙ万円とすると，次のような関係で表されることが分かりました。 
 

「電気式エアコン」    「ガス式エアコン」      「石油式ストーブ」 
 
                   ｙ＝15ｘ 

ｘ（年間） ０ １ ２ ３ ４ … 

ｙ（万円） 0 25 50 75 100 … 
 

 
                    

 
 

どの暖房だと維持費を最も安くおさえることができますか？ 

まとめ 

電気式 

どの暖房の費用が安い？ 


